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７　おわりに
　これまで藻岩幼稚園と藻岩南小学校における交流活動の実際について記述してきたが，
幼稚園側の当事者である園長として，本実践事例について若干の考え方を述べていきたい。
＜これからも互いに育ち合うことのできる交流を目指して＞
本園では，20年程前の園舎改築時に，仮園舎が隣接する藻岩南小学校の校地内にあったこ
とから日常的に小学生とかかわる機会があり，幼稚園との交流に関心のある先生が中心と
なり，人形劇，歌や合奏など様々な学年との交流をしてきた。その後10年程前から「２年
生と年中４歳児」，「４年生と年長５歳児」が年数回交流することを互いの教育課程に位置
付け，今でも実施されている。活動内容や回数・日程等は，その年の担任同士で打合せを
行い，双方の実態やねらいに合わせて柔軟に行われている。
今年度の幼小交流の取組から感じることは，個性豊かな年中４歳児が２年生とペアでかか
わり回を重ねることで，自分が受け止められていることを感じて，安心してかかわり遊ん
だり，交流後に一緒にした歌や踊り，遊びなどを自分たちでも再現したりする様子も見ら
れている。昨年度，２年生と交流をした年長児は，４年生に関わることを楽しみにし，親
しみをもって関わる様子が見られた。園に来てもらった時には，自分たちの遊びを紹介し
て一緒に楽しみ，最後のリレーでは，走る速さなどで憧れの気持ちが高まっていた。11月
の交流では，５つのグループに分かれ，ブーメランや竹とんぼ等を一緒に作り，何度も飛
ばしてみて，よく飛ぶように改良するなど，より密にかかわり合う姿が見られた。その様
子を，校長先生と見ながら，以下のように交流を通した豊かな関わりによって，豊かな心
が育まれていることを分かち合った。
●小学生の園児に寄り添った優しいかかわりが，園児同士のかかわりにも見られている！
●特に年長児の小学校生活へのあこがれ・期待する気持ちが醸成されていく！
これらの豊かな体験は，いろいろな人と関わる中で，安心して
自分を出したり，受け止めたりする心地よい経験となり，生き
る力の土台を育むことにつながっていると感じる。また，自己
肯定感を高め，遊びや学習への意欲等につながっているなど，
双方にとって大きなメリットが
あることを改めて感じた。今後
も，継続していきながら，子ど
もたちを取り巻く地域全体が子
どもたちを受け止めて，「育て
ていく文化」が創られていくよ
う取り組んでいきたい。 【ブーメラン，こう作るんだ】
【気持ちを合わせてジャンプ！】
【優しいまなざしの小学生】
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